
 

❤
や
っ
ち
ゃ
ん
の
似
顔
絵
提
供
：
ひ
さ
か
さ
ん 

に
は
電
気
館
、
５
丁
目
に
は
新

聲
座
、
６
丁
目
に
大
間
々
座
な

ど
の
芝
居
小
屋
が
あ
り
、
活
動

写
真
や
新
派
劇
、
狂
言
、
浪
花

節
な
ど
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

新
聲
座
は
明
治
２
８
年
３
月
に

建
て
ら
れ
た
大
間
々
で
最
初
の

芝
居
小
屋
で
建
坪
４
０
０
坪
、

観
客
１
３
０
０
人
以
上
が
入
る

半
洋
装
の
大
き
な
劇
場
で
し

た
。
新
聲
座
で
上
映
す
る
無
声

映
画
に
は
専
属
の
活
弁
士
が
い

て
、
５
丁
目
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。

「
共
楽
館
」
は
３

丁
目
の
有
志
が
株

式
会
社
組
織
の
演

芸
場
建
設
を
計
画

し
、
足
尾
鉄
道
が

いい話 

フ
を
つ
け
、
賑
や
か
に
鑑
賞
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
欧
米
は
音
楽
だ
け
で
、
「
活

弁
」
は
、
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
、
幻
燈
、

写
し
絵
、
琵
琶
語
り
な
ど
語
り
の
文
化

が
根
付
い
て
い
た
日
本
だ
か
ら
こ
そ
発

達
し
た
独
特
の
話
芸
文
化
で
す
。
現
代

の
弁
士
は
、
無
声
映
画
時
代
の
作
品
を

当
時
と
同
じ
よ
う
に
ラ
イ
ブ
で
説
明
す

る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
で
あ
る
と
と
も

に
、
「
活
弁
」
と
い
う
文
化
や
映
像
に

遺
さ
れ
た
「
時
代
」
を
伝
え
る
担
い
手

で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
特
有
の
映
画×

和
芸
文
化
を
伝
え
、
生
か
し
、
更
に
多

く
の
方
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
展
開

し
て
参
り
ま
す
」
と
書
い
て
い
ま
す
。 

あ
明
治
後
半
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

大
間
々
の
３
丁
目
に
共
楽
館
、
４
丁
目
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活
動
写
真
弁
士
（
活
弁
士
）
は
、

昭
和
初
期
の
全
盛
期
に
は
全
国
各
地

に
８
０
０
０
人
も
い
た
そ
う
で
す
が

現
在
、
活
弁
士
と
し
て
活
動
し
て
い

る
の
は
１
５
人
ほ
ど
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
中
の
女
性
弁
士
・
佐
々
木
亜
希

子
さ
ん
は
「
虹
の
架
橋
」
の
愛
読
者

の
一
人
で
、
数
年
前
に
虹
の
架
橋
の

題
字
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
、

『
３
６
５
日
の
日
本
道
』
と
い
う
本

の
中
で
「
映
画
の
草
創
期
、
活
動
写

真
と
呼
ば
れ
た
無
声
映
画
は
、
日
本

で
は
弁
士
が
ラ
イ
ブ
で
語
り
や
セ
リ

 

第
三
百
六
十
五
号
は
令
和
八
年
一
月
一
日
（
木
）
発
行
予
定
で
す
。 

虹

の

架

橋

⇐

検

索

で

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

 

コ
ノ
ド
ン
ト
館
の
引
札
展
に
合
わ
せ

て
、
足
利
屋
の
休
憩
コ
ー
ナ
ー
で
も
、

「
足
利
屋
だ
け
の
引
札
展
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
（
十
二
月
十
四
日
ま
で
） 
 

 

足
利
屋
は
、
明
治
中
期
に
足
利
の
住

人
・
松
﨑
浅
吉
が
東
村
中
野
（
現
み
ど

り
市
東
町
）
で
商
売
を
始
め
た
の
が

ル
ー
ツ
で
す
。
浅
吉
の
三
男
・
松
崎
友

次
は
、
足
尾
鉄
道
大
間
々
駅
が
開
業
し

た
ば
か
り
の
大
正
二
年
に
駅
前
の
停
車

場
通
り
足
袋
屋
を
始
め
て
今
年
百
十
二

年
を
迎
え
ま
し
た
。
「
足
利
屋
だ
け
の

引
札
展
」
で
は
、
百
二
十
八
年
前
に
松

﨑
浅
吉
が
配
っ
た
引
札
か
ら
、
大
正
・

昭
和
初
期
に
松
崎
友
次
が
配
っ
た
引
札

な
ど
、
計
八
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。 

開
業
す
る
直
前
の
明
治
４
４
年

に
開
館
し
、
看
板
は
コ
ノ
ド
ン

ト
館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

あ
昭
和
１
２
年

に
建

て
ら
れ
た
芝
居
小
屋
・
な
が
め

余
興
場
で
先
月
、
全
国
芝
居
小

屋
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

芝
居
小
屋
は
、
時
代
の
流
れ
に

押
し
流
さ
れ
て
次
々
と
姿
を
消

し
、
今
で
は
全
国
で
１
６
ヵ
所

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
地
域
文
化
を
伝
え
る
施
設
と

し
て
利
活
用
し
て
参
り
ま
す
。 

  

大
間
々
博
物
館
「
コ
ノ
ド
ン
ト
館
」

で
は
、
十
二
月
十
四
日
ま
で
「
引
札
」

展
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
「
引
札
」

と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
商
店
が
配
布
し
た
宣

伝
広
告
の
こ
と
で
す
。
引
札
の
名
前
に

は
、
「
客
を
引
く
」
「
目
を
引
く
」
な

ど
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
一
年

の
暦
な
ど
を
刷
り
込
ん
で
正
月
の
前
に

お
得
意
様
に
配
っ
た
チ
ラ
シ
の
ル
ー
ツ

と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
当

時
、
大
間
々
は
、
足
尾
の
銅
を
運
ぶ

「
銅

街
道
」
の
宿
場
町
と
し

て
栄
え
、
足
尾
銅
山
へ
の
生
活
物
資
の

供
給
基
地
と
し
て
繁
栄
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、
岡
商
店
や

奥
村
酒
造
、
「
世
界
一
」
の
酒
の
醸
造

元
・
澤
與
八
郎
商
店
や
足
利
屋
な
ど
の

他
、
い
ろ
い

ろ
な
業
種
の

引
札
が
多
数

展
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

 

 

  

 

足
利
屋
と
ア
ス
ク
で
は
毎
年
、
前
橋
市
在
住
の
水
彩

画
家
・
筑
井
孝
子
さ
ん
が
描
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
希

望
の
方
に
差
上
げ
て
い
ま
す
。
２
０
２
６
年
の
ふ
る
さ

と
群
馬
カ
レ
ン
ダ
ー
の
テ
ー
マ
は
『
道
の
駅
』
。
表
紙

に
は
「
富
弘
美
術
館
」
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

群
馬
県
内
に
も
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
、
こ
も
ち
、
霊
山
た

け
や
ま
、
ま
え
ば
し
赤
城
、
中
山
盆
地
、
た
く
み
の
里

な
ど
の
有
名
な
「
道
の
駅
」
が
あ
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に

は
、
道
の
駅
の
位
置
や
名
物
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

富
弘
美
術
館
は
十
二
月
一
日
か
ら
改
修
工
事
の
た
め
休

館
と
な
り
、
近
く
の
童
謡
ふ
る
さ
と
館
で
「
臨
時
富
弘 

 

美
術
館
」
と
し
て
富
弘
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。 

 

 

英語教諭を経て、群馬県教育委員会初

の女性教育次長を務め、今秋、瑞宝双

光章を受賞。足利屋のお得意様で、気

さくなお茶飲み友だちでもあります。 
（虹の架橋） 

靖ちゃん日記 
やっ 


